R.1-2年度会計監査報告会及びR.2-3年度臨時執行部会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　(ちくま会役員以外口外無用)　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　中村享二
１．実施日時:R.2年10月22日、13:00-14:30
２．実施場所:東京ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ市民活動支援センター　C会議室
３．参加者　:杉崎会長、塚田会計監査、沢崎会計監査、中村
４．審議内容
<第一部、R1-2年度会計監査> 
　・塚田、沢崎両会計監査に現預金、入出金証憑及び帳簿類を確認頂き、相違ない事を承認いただく。

<第二部、臨時執行部会議>
　1)会長あいさつ
　　「コロナ過での状況でもあり会の運営もこの様な形をとらざるを得ない、ただ悲観論ばかりでなく
　　　これをプラスに捉え前向きな取り組みをして頂きたい。」
2) R.1-2年度事業及び決算報告(別紙事業報告書2ページ) 事務局より
　・いずれも承認
3)会計監査報告
　・塚田、沢崎両会計監査より相違ない旨報告される。
4) R.2-3年度事業案及び予算案の説明(別紙事業報告書3ページ)事務局より
　①運営指針として「会員名簿の有効管理による参加会員掘起し」と「情報発信手段としてインターネット
　　ホームページの活用」を推進する。
　②未だ先は見通しにくいがメイン事業である総会は来年10月に上野精養軒で実施の予定で検討、準備
　　を進める。
　③R2-3年度の予算案も承認される。
5)質疑応答等
　①塚田会計幹事より「予算案の支出の部総会費が60万円となっている。前年実績は41.7万円だがこの
増加分と会場変更との関連はどうなのか」の質問がされる。

　=事務局説明=
　　・予算案作成(9/30〆10/4作成)に当たり総会関連総額として精養軒への変更での料金ｱｯﾌﾟを見込み60万
円で計上した。(昨年は41.7万円)
しかし問題はその後10/19付、精養軒からの見積り(坂田副事務局長交渉加味)によると771,980円で
(一人当り@12,866円)であった。(昨年のｱﾘｽｱｸｱG、334,334円　@6,308円)
これにその他総会関連費用(歌手、恩師車代、土産代、資料代、送料等)を加味すると更に10万円内外
が必要である。この分の単価(60人で@1,666円、50人で2,000円)を加えると総会関連総額原価費用
(会場+関連費用)での一人当たり費用は原価で12,866+1,666=@14,532円となる。
事務局としては正直な話、この原価収入だけでは会務運営費が確保できないので参加費は高くなるが
一人当り2千円前後ここに加算したい。でないとせっかくここ数年で改善した収支が元の赤字状態に
戻ってしまう事が強く懸念される。
今年初め(1/11)の役員会決議が「料金は高くなっても(1万円以上でも)精養軒での実施が良い」との
事から現状その方向で進めている。

=審議の上の決定事項=
・今年初め(1/11)の役員会での結果とは言え参加費が最低でも14,532円以上(精養軒見積もり試算は
　60人なので人数が減ると一人当たりは更にｱｯﾌﾟとなる→50人で2,740円ｱｯﾌﾟ)、ﾌﾟﾗｽ年会費千円、
更にﾌﾟﾗｽ会運営費2千円で2万円前後と言うのは現実離れしている。さりとて会を破綻さす訳には
ゆかない。(会務運営費確保は何らかの形で行う必要があり総会収支バランスは死活問題である)
従ってコロナも有るがが大事な事なので年明けに今年度第一回役員会を開催し役員総意の元、場所
やり方等についてこれで良いのか決める。
役員会日程等については各方面調整確認の上、年明け1月に行う。
詳細については別途事務局より案内をする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
